
- 1 - 

資料２ 

市町村ごみリユース事例調査の進捗状況について 

（対象地域のリユースへの取組概要の報告など） 

 

１．市町村収集ごみリユース事例調査 

（1）調査の概要・狙い 

市町村が収集し、再資源化または処分されている粗大ごみには、まだ製品として使用可能な

ものが含まれていると考えられるが、これらをリユースする取組は一部に留まっている。その

理由は市町村の人員等の体制、保管場所、ノウハウ等の不足によると指摘されている。 

このため、主として既に粗大ごみのリユースに関する取組を行っている市町村を対象に調査

を行い、粗大ごみリユースの取組開始または拡充のために必要な情報を得るとともに、リユー

スによる環境負荷の削減効果、ごみ処理費用の低減効果、市民の意向などについて調査分析を

行う。 

本資料では、各市のリユースの取り組みの概要を報告し、リユースによる環境負荷の削減効

果、処理費用の分析、市民の意向調査などの結果は次回以降に報告する。 

 

図表 1 事例調査の対象地域の概要（４地域） 

 市の概要 リユースの取組 

市川市 
（千葉県） 

人口 48 万人 
市域面積 56km2 
県の北西部に位置

し、東京都と接する。 

・「市川市リサイクルプラザ」にて、リユース品を引取、販

売している。 
・リユース対象は、家具類、ベビー用品など。 
・また、品物を提供したい方に欲しい方を紹介する「不用

品交換情報コーナー」を活用してもらう。 

町田市 
（東京都） 

人口 42 万人 
市域面積 72km2 
都の南端に位置し、

神奈川県と接する。 

・「町田市リサイクル公社」にて、粗大ごみの中から、再生

可能な家具、小物などを修理し、販売している。 
・粗大ごみ券にリユース可否チェックマークを入れ、排出

者の意向を確認している。 
・平成 22 年度から修理・販売を町田市リサイクル公社から

（社）町田市シルバー人材センターに委託している。 

真庭市 
（岡山県） 

人口 5.1 万人 
市域面積 828km2 
県の北中部に位置

し、2005 年に５町４

村が合併して発足。 

・「リサイクルプラザまにわ」にて、家庭で不用になった家

具、家電製品、生活関連用品などのリユース品を受入、

希望者に無償または有償で譲渡している。 
・「リユースプラザ醍醐の里」においても、不用品を無料提

供してもらい、希望者に無償または有償で譲渡している。 
・２施設ともに、市がボランティア団体に運営委託。 

熊本市 
（熊本県） 

人口 73 万人 
市域面積 390km2 
県の県庁所在地で、

県中央部よりやや北

側に位置する。 

・「熊本市リサイクル情報プラザ」にて、家庭で不用になっ

た家具、家電製品、本、衣類などをリユースしている。 
・品目ごとにリユース基準を定め、基準に合致するものを

収集、または持ち込みしてもらう。 
・同施設で展示し、希望者に無償で譲渡している。 
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２．市町村収集ごみリユース事例調査 

２.１  市川市（千葉県） 

（1）市川市の概要 

市川市は、千葉県の北西部に位置し、江戸川を隔てて東京都と隣接している。都心から 20 km

の圏内に位置し、都心部と県内各地域を結ぶ広域交通網が集中しており、東西方向は JR 総武

線、京葉線などの鉄道や京葉道路、国道 14 号などの道路がある。人口は約 47 万５千人、世帯

数は約 21 万 8 千世帯、面積は 56 km2、人口密度は約 8,400 人/ km2である（平成 22 年 1 月時点）。 

 

図表 2 市川市の位置 

 
出典）市川市「市政ガイドブック」 

 

（2）ごみの発生・処理状況 

1）ごみの発生状況 

市川市の平成 20 年度のごみ総排出量は 149,706 t である。ごみの排出量は、年々減少傾向

にある。 

大型ごみの排出量は、収集量と持込量を合わせて 2,752 t であり、全体の 1.84％を占める。

大型ごみは他の品目に比べて持込の割合が高く、平成 20 年度実績では、持込の割合は 38.2％

である。 



- 3 - 

図表 3 市川市のごみ排出量 
（単位：t/年）  

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 
燃やすごみ 89,859 90,374 89,383 86,236 84,736 
燃やさないごみ 5,423 5,121 5,059 4,901 4,739 
大型ごみ 2,216 2,037 1,936 1,710 1,702 
有害ごみ 27 39 61 32 20 
資源ごみ 24,820 24,503 24,170 22,703 20,363 

収
集
量 

小計 122,345 122,074 120,609 115,582 111,560 
燃やすごみ 42,269 41,989 41,189 38,655 35,816 
燃やさないごみ 1,343 1,247 1,074 1,140 1,178 
大型ごみ 1,513 1,509 1,252 1,031 1,050 
資源ごみ 51 72 64 65 102 

持
込
量 

小計 45,176 44,817 43,579 40,891 38,146 
燃やすごみ 132,128 132,363 130,572 124,891 120,552 
燃やさないごみ 6,766 6,368 6,133 6,041 5,917 
大型ごみ 3,729 3,546 3,188 2,741 2,752 
有害ごみ 27 39 61 32 20 
資源ごみ 24,871 24,575 24,234 22,768 20,465 

収
集
量
＋
持
込
量 合計 167,521 166,891 164,188 156,473 149,706 

集団資源回収量 7,068 6,748 6,600 6,363 5,874 

年間ごみ 
排出量 

総排出量 
（収集量＋持込量＋集団資源回収量） 174,589 173,639 170,788 162,836 155,580 

収集の割合 59.4% 57.4% 60.7% 62.4% 61.8% 大型ごみ回

収方法 持込の割合 40.6% 42.6% 39.3% 37.6% 38.2% 
出典）市川市「平成 21 年度市川市じゅんかん白書」をもとに作成 

 

2）ごみ処理施設の概要 

市川市のごみ処理は、市川市クリーンセンターで行われている。同センターは、200 t/日の

焼却炉３基のほかに、75 t/5h の破砕処理設備を有する。 

「燃やすごみ」は焼却処理し、「燃やさないごみ」は破砕処理後、鉄・アルミの選別・回収

を行う。乾電池・蛍光管・水銀体温計は有害ごみとして収集して、同センターに一時的に保

管した後、一定量になった段階で専門処理業者に処理を委託している。 

「大型ごみ」は、可燃・不燃に分別した後、可燃物は「燃やせるごみ」に混合し焼却処理

する。不燃物は「燃やさないごみ」に混合し破砕処理する。不燃物の破砕処理後に発生する

可燃性の残渣は「燃やせるごみ」とともに焼却処理する。ベッドマットレスなどの処理困難

物は別途、手解体された後に、スプリングなどの金属を資源として回収する。 

ごみの焼却で発生する熱は、発電利用するほか、近隣の余熱利用施設「クリーンスパ市川」

で温水利用している。 
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図表 4 市川市のごみ処理施設 
名称 市川市クリーンセンター 

施設名 焼却施設 破砕処理施設 小動物焼却処理 
処理能力 600t/日 

(200t/日×３炉） 
75t/5h 500kg/5h 

処理方式 全連続燃焼式 
ストーカ炉 

衝撃剪断併用 
回転式（横型） 

２次焼却方式 

発電設備 出力：7,000kW ・ 発電効率：12.7％ 
※通常、焼却施設は２基運転である。 
出典）市川市「平成 21 年度市川市じゅんかん白書」 
 

3）ごみの排出区分・手続きの概要 

市川市のごみ排出区分を図表 5に示す。燃やすごみと燃やさないごみは有料の指定袋の使

用を義務付けているが、価格設定は小売店に任せている。 

大型ごみは有料で戸別回収している。大型ごみの収集料金は、品物の重量・大きさによっ

て、5 段階（500 円、1,000 円、1,500 円、2,000 円、2,500 円）に設定している。ごみ排出者は

大型ごみ専用電話で申し込みを行い、市川市が収集日を指定する。排出者は、収集日までに、

収集料金に応じた処理券を購入し、収集日に品物に貼り付け家の前に出す。 

平成 15 年からは、市内に親族等のいない一人暮らしの 65 歳以上の高齢者（世帯）及び障

害者手帳を所有する方を対象にして、「大型ごみサポート収集」（屋内からの持ち出し収集）

を実施している。 

大型ごみを含めて、家庭ごみのクリーンセンターへの直接持込も可能である。持込を希望

するごみ排出者は、クリーンセンターまでごみを運び、189 円/10kg で処理を依頼する。 

 

図表 5 市川市のごみ排出区分  
分別区分 収集容器等 収集場所 収集回数 

燃やすごみ 指定袋 ごみ集積所 週 3 回 
燃やさないごみ 指定袋 
有害ごみ 透明の袋 

ごみ集積所 週 1 回 ご
み 

大型ごみ － 戸別収集 申し込みの都度 

ビン 指定袋又は透明・半透明

の袋 

カン 指定袋又は透明・半透明

の袋 

ごみ集積所 週 1 回 

新聞 
雑誌 
ダンボール 
紙パック 

品目別に 
ひもで縛る 

布類 透明・半透明の袋 

ごみ集積所 週 1 回 

資
源
物 

プラスチック製容器包装類

（ペットボトルを含む） 指定袋 ごみ集積所 週 1 回 

※この他、クリーンセンターへの直接持込も可能。 
出典）市川市「平成 21 年度市川市じゅんかん白書」 
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図表 6 市川市の大型ごみ回収料金（平成 21 年度） 
料金 主な品目 

500 円 
ガスレンジ、コタツ（板付き）、米びつ、照明器具、スキーセット、石油ストーブ、ファ

ンヒーター、電子レンジ、プリンター、ホットカーペット、いす、湯沸器、網戸（４

枚）、衣装ケース（５個）、布団（２枚）、室内物干しなど 

1,000 円 オーブンレンジ、食器洗い乾燥機、流し台（小型）、ミシン（卓上）、健康器具、 
レンジ代、片袖机、ソファー（１人用）自転車 など 

1,500 円 小型タンス、ベッド、物干し台（石付き）、小型ロッカー、小型本棚、両袖机 など 

2,000 円 洗面化粧台、大型タンス、大型本棚、大型ロッカー、ソファー（２人用以上）、 
マッサージ機（椅子式）、大型食器棚 など 

2,500 円 ベットマット（スプリング入り）、物置（0.5 坪以上解体済み） など 
※大型ごみの目安は、ポリタンク（18 リットル用）以上の大きさとしている。 
※表中の大型・小型の区別は、品物の縦・横・高さのうちいずれかが、1.2ｍ以上のものは大型、それ

未満は小型としている。 
出典）市川市「平成 21 年度市川市じゅんかん白書」をもとに作成 

 

（3）市川市のリユースの取り組みについて 

1）リユースの取り組み概要 

① リユースの流れ 

市川市リサイクルプラザでは、家具・ベビー用品のリユースの取り組みを行っている。リ

ユース品の引取は無料で行っている。大型ごみの引取は有料である一方、リサイクルプラザ

での引取は無料であるため、リユースに対するインセンティブが働く仕組みとなっている。

引き取った品物はリサイクルプラザで修理・再生を行い、販売している。なお、リユース品

の引取・修理などの業務は市川市清掃公社に委託している。 

リサイクルプラザでは、引取対象を家具・ベビー用品に限定しているため、これ以外の品

目のリユースを希望する市民に対しては、定期的に開催しているフリーマーケットや品物を

提供したい方に欲しい方を紹介する「不用品交換情報コーナー」の活用を勧めている。 
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図表 7 市川市のリユースの取組概要 

拠点 ・市川市リサイクルプラザ 

主な品目 ・家具類、ベビー用品 
（チャイルドシート、家電製品、自転車等は対象外） 

運営主体 ・財団法人市川市清掃公社（市川市から委託） 

収集方法 
・リユースを前提として収集 
・市民は不用品発生時に市川市リサイクル公社に電話。職員が下見をして、リユー

ス可能なものは、後日引取りに行く（無料） 
修理・メンテ

ナンス ・実施。キズなどは修理、クリーニングした上で販売。 

提供方法 ・販売。価格は市川市リサイクルプラザで設定。 
（リユース品の引取りは市川市民のみ、リユース品の販売は市川市民に限らず） 

その他 

・営業は火曜日～日曜日 午前 9 時～午後 5 時（月曜休館） 
・商業施設に近接した場所に立地。 
・欲しい商品の仮押さえが可能（4 営業日、１世帯１点） 
・フリーマーケットの開催、不用品交換情報コーナーを設置 

 

図表 8 市川市のリユース及び大型ごみ処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民
（排出者）

①´市民
（排出者）

＜リサイクルプラザでの販売＞
・リユース品は修理・再生して販売

＜クリーンセンターへの持込＞
・189円/10kgで引取

＜リサイクルプラザでの無料引取＞
・収集対象は家具、ベビー用品
・リサイクルプラザに電話申し込み
・職員が下見をし、リユース可能な
場合、後日引取

＜大型ごみの戸別収集＞
・大型ごみ専用電話に申し込み
・処理券を取扱店で購入（500円～）

① リユース可能な家具・ベビー用品は、市川市リサイクルプ
ラザにて無料引取。リサイクルプラザに電話申し込みした
後、リサイクルプラザ職員が下見をし、引取り可能な場合
には、後日回収。

② 市川市リサイクルプラザにて、修理・再生したのち、展示・
販売。

③ リサイクルプラザに来店して購入。配送は別料金で可能。

リユース品

大型ごみ
（リユース不可能品）

①´大型ごみの排出方法は2通り。
（回収依頼）市川市大型ごみ専用電話に申し込み後に、処
理券を購入。指定された日に家の前に排出。

（持込）クリーンセンターにて189円/10kgで引取。受け入
れ日時月曜日～土曜日13時～16時。

②´ 大型ごみは可燃・不燃に分け、可燃物は破砕処理後に焼
却処理、不燃物は破砕処理後に資源回収。ベッドマット
レスなどの一部処理困難物は手解体。

リユースルート

大型ごみルート

③利用者②市川市リサイク
ルプラザ

②´市川市クリーン
センター

＜可燃物＞
・破砕処理後、焼却処理
・熱回収して、発電・温水利用

＜不燃物＞
・破砕処理後、鉄・アルミなどの資源回収
・破砕後に発生する可燃物は焼却処理

＜処理困難物＞
・ベッドマットレスなどは手解体

リユースルート 大型ごみルート
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② リユースを実施する拠点について 

リユース品の修理・再生・販売は、市川市リサイクルプラザで行われている。他の市町村

では、ごみ処理施設の近隣にリサイクルプラザを設置する例が多いが、市川市リサイクルプ

ラザは大型ショッピングモールに隣接した位置で運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）リユースの実績 

平成 20 年度における市川市リサイクルプラザの来館者数は 35,354 人、販売点数は 7,550 点

である。過去５年間の実績においても、多少の変動があるものの、毎年３万人前後が来場し

ており、5,000～7,000 点前後のリユース品を販売している。 
 

図表 9 市川市リサイクルプラザの利用状況 
 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 

開館日数 293 日 288 日 296 日 295 日 293 日 

来館者数 36,953 人 32,250 人 28,416 人 27,155 人 35,354 人 

販売点数（譲渡点数） 5,317 点 4,947 点 4,753 点 5,641 点 7,550 点 

フリーマーケット開催回数 25 回 21 回 23 回 22 回 17 回 
出典）市川市「平成 21 年度市川市じゅんかん白書」をもとに作成 

プラザ隣のショッピングモール 
（道路の向かい） 

リユース品の修理の様子 

家具の展示状況 ベビー用品の展示状況 
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（4）その他（調査の実施状況） 

1）現地調査の実施状況 

市川市にご協力をいただき、大型ごみとして排出される製品の組成（重量、体積、年式な

ど）及びリユース可能な製品が含まれているか調査を実施。調査時にはリユース事業者の方

に同行いただき、リユース可能かどうか判断・意見をいただく。 

※第二回は平成 23 年 1 月に実施予定。 

 

① 第１回調査（平成 22 年 11 月 18 日（木））の様子 

調査前日に収集された大型ごみ、調査当日に収集された大型ごみを対象に組成調査を実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）市民向けアンケートの実施状況 

市川市、市川市リサイクルプラザにご協力をいただき、利用状況やリユース促進に向けた

取り組みに対する意向などを把握するために、市民向けのアンケート調査を実施している。 

市川市リサイクルプラザ利用者に対して、調査票を手渡し、その場で記入、回収を行って

いる。（詳細は、次回研究会にてご報告予定） 
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２.２  町田市（東京都） 

（1）町田市の概要 

町田市は東京都の南端にあり、半島のように神奈川県に突き出ている。多摩丘陵の西部から

中央部を占める位置に立地している。人口は 42 万人、世帯数は 18 万世帯、面積は 72 km2、人

口密度は 5,900 人/ km2 である（平成 22 年 1 月時点）。 

 

図表 10 町田市の位置 

 

出典）町田市ホームページ 

 

（2）ごみの発生・処理状況 

1）ごみの発生状況 

町田市の平成 21 年度のごみの総排出量は 119,068 t である。ごみ排出量は、年々減少傾向

にある。 

粗大ごみの排出量は 5,266 t で、全体の 4.42％を占める。同市の特徴としては、粗大ごみの

回収における持込の割合が高いことが挙げられる。平成 21 年度の粗大ごみ回収実績では、多

摩地域の市町村の平均的な持込の割合が 29.6％である一方、同市は 74.0％となっている。 
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図表 11 町田市のごみ排出量 
（単位：t/年） 

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 
燃やせる

ごみ 
73,073 65,568 65,501 65165 64,549 

燃やせな

いごみ 
9,810 6,444 5,803 5788 5,845 

資源類 20,883 21,166 20,285 19528 18,534 
粗大ごみ 1,333 1,471 1,484 1391 1,369 
有害ごみ 257 237 246 246 266 

収
集
量 

小計 105,356 94,886 93,319 92117 90,563 
燃やせる

ごみ 
33,200 31,411 28,858 27012 23,218 

燃やせな

いごみ 
43 56 43 23 8 

資源類 1,141 1,149 1,202 1303 1,382 
粗大ごみ 4,426 4,455 4,023 4026 3,897 
有害ごみ 0 0 0 0 0 

持
込
量 

小計 38,810 37,071 34,126 32364 28,505 
燃やせる

ごみ 
106,273 96,979 94,359 92177 87,767 

燃やせな

いごみ 
9,853 6,500 5,846 5811 5,853 

資源類 22,024 22,315 21,487 20831 19,916 
粗大ごみ 5,759 5,926 5,507 5416 5,266 
有害ごみ 257 237 246 246 266 

年間ごみ 

排出量 

総
ご
み
量
（
収
集
量
＋
持

込
量
） 

合計 144,166 131,957 127,445 124481 119,068 
収集の割合 23.1% 24.8% 26.9% 25.7% 26.0% 粗大ごみの

回収方法 持込の割合 76.9% 75.2% 73.1% 74.3% 74.0% 
出典）財団法人東京市町村自治調査会「多摩地域ごみ実態調査」をもとに作成 
 

2）ごみ処理施設の概要 

町田市のごみ処理は、町田リサイクル文化センター内の清掃工場で行われている。同施設

は、150 t/日の焼却炉３基と 176 t/日の焼却炉１基のほかに、70t/5h の破砕処理設備を有する。 

「燃やせるごみ」は焼却処理し、「燃やせないごみ」と廃家電を除く「粗大ごみ」は破砕処

理した後、金属類を回収する。破砕後の残渣は「燃やせるごみ」とともに焼却処理する。 

清掃工場で発生した熱は、発電に利用されるほか、近隣の障害者通所授産施設、高齢者福

祉施設、室内温水プールに供給される。 
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図表 12 町田市のごみ処理施設の概要 
名称 町田リサイクル文化センター 清掃工場 
設備 焼却設備 破砕処理設備 

処理能力 476t/日 
（150t/日×３炉・176t/日×１炉） 

70t/5h 

処理方式 流動床式 圧縮せん断式 
発電設備 出力：4,000ｋW 
※150t/日の焼却炉１基は休止中 
出典）町田リサイクル文化センター「環境報告書 2008」をもとに作成 

 

3）ごみの排出区分・手続きの概要 

町田市のごみ排出区分を図表 13に示す。同市では、ごみの減量・資源化の推進、公平な負

担システムの導入等を目的として、指定収集袋制による家庭ごみ等の有料化を実施している。 

粗大ごみについても有料で戸別収集している。粗大ごみの収集料金は、大きさ・重さに応

じて 400 円単位で８段階に設定している。ごみ排出者は、粗大ごみ収集予約窓口に電話申し

込みした後、収集料金に応じた処理券を取扱店で購入し、申し込み時に市が指定した日に家

の前に置いておく。なお、町田市では粗大ごみの中から再生可能なものをリユースしている

ため、処理券にはリユース可否マークがある。排出者は、リユースされたくない場合にチェッ

クする。 

粗大ごみを含めて、家庭ごみの清掃工場への直接持込も可能である。持込を希望するごみ排

出者は、「一般廃棄物処理依頼書」に必要事項を記入し、250 円/10kg の処理量を支払う。 

 

図表 13 町田市のごみ排出区分 
分別区分 収集容器 収集場所 収集回数 

燃やせるごみ 指定袋 戸別収集 週２回 
燃やせないごみ 指定袋 戸別収集 隔週１回 
剪定枝 ひもで束ねる 月２回 
有害ごみ 収集かご 

資源集積所 
月 1 回 

ご

み 

粗大ごみ（有料） － 戸別収集 申し込みの都度 
新聞 
ダンボール 
雑誌・本 
雑紙 

品目別にひもで束ねる 資源集積所 週１回 

古着 透明・半透明の袋 資源集積所 週１回 
ビン 
カン 

収集かご 資源集積所 週１回 

ペットボトル ネットに入れる 資源集積所 隔週１回 
紙パック ひもで束ねる 資源集積所 週１回 

資

源 

白色包装トレイ 回収ボックス 回収拠点 毎日 
出典）町田市「資源とごみの収集カレンダー」をもとに作成 
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図表 14 町田市の粗大ごみ料金（平成 22 年度） 
料金 主な品目 

400 円 

掃除機、プリンター、衣装箱・衣装ケース（５個ごと）、いす・座いす(ソファーを除

く)、カーペット(面積が６畳以下のもの)、カラーボックス（３個ごと）、ソファー(１
人用のもの)、たんす・戸棚類(小)、テーブル(２人以下用のもの)、テレビ台、ガスこん

ろ、電子レンジ、ゴルフバッグ、自転車(車輪の直径が 24 インチ未満のもの)、こたつ(家
具調のものを除く) など 

800 円 
カーペット(面積が６畳を超えるもの)、たんす・戸棚類(中)、ベッドマット(スプリング

のあるシングル用又はセミダブル用のもの)、自転車(車輪の直径が 24 インチ以上のも

の)、電動アシスト自転車(バッテリーを含まない)、こたつ(家具調のもの) など 

1,200 円 ガスオーブン、車いす(電動式のもの)、洗面台、物置(床面積が１畳以下で解体されたも

の) 
1,600 円 たんす・戸棚類（大）、オルガン、ランニングマシン 
2,000 円 たんす・戸棚類（特大）電子ピアノ、マッサージ機(いす型のもの) 
2,400 円 ２段ベッド 
2,800 円 電子オルガン 
3,200 円 物置(床面積が１畳を超えて２畳以下で解体されたもの) 
出典）町田市ホームページをもとに作成 
 

図表 15 町田市の粗大ごみ処理券 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）町田市のリユースの取り組みについて 

1）リユースの取り組み概要 

① リユースの流れ 

町田市では、粗大ごみの中から再生可能な家具類や食器類などの小物類を修理・再生して

販売している。なお、リユースに関する業務は町田市リサイクル公社が担当している。同市

では、リユースすることを前提とした引取は行っていないため、有料で戸別収集または持込

された品物の中から、収集員がリユースの可否を判断している。リユース可能な品物は、修

理・再生した後、販売される。 

同公社は、ごみの減量・資源化とともに高齢者雇用への貢献にも力を入れており、平成 22

年度からは修理・販売業務を社団法人町田市シルバー人材センターに委託している。 

リユースを希望し
ない場合はチェッ
クする
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図表 16 町田市のリユースの取組概要 

拠点 ・町田リサイクル文化センター 

主な品目 ・家具類、食器を中心に、CD、本類、生活関連商品などの小物類 

運営主体 
・町田市リサイクル公社。 
・平成 22 年 4 月から修理・販売を（社）町田市シルバー人材センターに委託。 

収集方法 
・収集または持ち込まれた粗大ごみの中からリユース可能な製品を選別する 
・収集された粗大ごみについては、粗大ごみ処理券にリユース可否を問うチェッ

ク欄を設ける。持ち込みについては、排出時に市民に意向を確認する。 
修理・メンテ

ナンス ・実施。キズなどは修理、クリーニングした上で販売。 

提供方法 ・販売。価格はリサイクル公社、シルバー人材センターが設定。 

その他 ・営業は午前 9 時～午後 4 時 30 分（日曜日・祝日・年末年始） 
・町田リサイクル文化センター内 ３階 

 

図表 17 町田市のリユース及び粗大ごみ処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リサイクルプラザでの販売＞
・リユース品は修理・再生して販売

③町田市
リサイクル公社

②´清掃工場
市民用搬入口

④利用者

③´清掃工場

＜清掃工場への持込＞
・250円/10kgで引取

＜粗大ごみの戸別収集＞
・粗大ごみ収集予約窓口に電話申し込み
・処理券を取扱店で購入（400円～）

リユース可能品

リユース不可

① （収集依頼）収集予約窓口に電話申し込みを行い、有料処
理券を購入。指定日時に指定場所（家の前など）に置く。

② 回収後、粗大ごみ処理券のリユースを希望しないチェック欄
にマークがあるものやリユース不可能な品物は清掃工場に
運搬。

②´ （持込）「一般廃棄物処理依頼書」に必要事項を記入して清
掃工場まで自動車などによって持ち込み。 250円/10kgにて

引取。

②清掃工場
清掃車搬入口

リユース品

粗大ごみ
（リユース不可）

③ リユース品は、町田市リサイクル公社で、修理・再生し
て、展示・販売。

④ リサイクル公社に来店して購入する。

③´ 廃家電・処理困難物以外の粗大ごみは破砕処理した

後、資源を回収。残渣は焼却処理。

①市民
（排出者）

リユース不可

リユース可能

＜粗大ごみ＞
・破砕処理後、鉄・アルミなどの資源回収
・破砕後に発生する残渣は焼却処理

＜廃家電・処理困難物＞
・別途、処理する
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② リユースを実施する拠点について 

町田市のリユースに関する取り組みは、町田市リサイクル公社で実施されている。同公社

では、一般廃棄物のうち、粗大ごみの収集を行っており、収集された粗大ごみの中から修理・

再生可能な物を修理・再生して市民に販売している。リユース品の価格札には、体積、重量

の記載がされており、リユースの取り組みがごみ減量化に貢献していることが分かるように

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）リユースの実績 

平成 21 年度の町田市リサイクル公社におけるリユース品の販売点数は 12,419 点、販売重

量は 110ｔ、販売金額は 2,005 万円である。過去５年間の実績においても、毎年１万点以上の

リユース品の販売をしており、販売重量は 100～150 t 程度、販売金額は 2,000 万円以上となっ

ている。 

図表 18 町田市のリユース品の販売状況 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

開店日数 295 日 295 日 295 日 294 日 295 日 
販売点数 13,071 点 12,820 点 11,798 点 10,614 点 12,419 点 
販売重量 153 t 151 t 124 t 117 t 110 t 
販売金額 2,241 万円 2,205 万円 2,178 万円 2,129 万円 2,005 万円 
出典）町田市資料をもとに作成 

家具の展示状況 リユース品の修理の様子 
（シルバー人材センターに委託） 

小物類の展示状況 
（食器、CD、本、絵画などを販売） 

価格札 
（リユース品の体積、重量も記載） 
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（4）その他（調査の実施状況） 

1）現地調査の実施状況 

町田市にご協力をいただき、粗大ごみとして排出される製品の組成（重量、体積、年式な

ど）及びリユース可能な製品が含まれているか調査を実施。調査時にはリユース事業者の方

に同行いただき、リユース可能かどうか判断・意見をいただく。 

① 第１回調査（平成 22 年 11 月 10 日（水））の様子 

調査前日に収集された粗大ごみを取り置きいただき、組成調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第２回調査（平成 22 年 11 月 22 日（月））の様子 

調査前日に直接搬入され、取り置きいただいた粗大ごみ、また調査当日に搬入された粗大

ごみを対象に、組成調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）市民向けアンケートの実施状況 

町田市、町田市リサイクル公社にご協力をいただき、利用状況やリユース促進に向けた取

り組みに対する意向などを把握するために、市民向けのアンケート調査を実施している。 

町田リサイクル文化センターの利用者に対して、調査票を手渡し、その場で記入、回収を

行っている。（詳細は、次回研究会にてご報告予定） 
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２.３  真庭市（岡山県） 

（1）真庭市の概要 

勝山町、落合町、湯原町、久世町、美甘村、川上村、八束村、中和村及び北房町の 9 町村が

平成 17 年に合併して真庭市となった。岡山県北部で中国山地のほぼ中央に位置し、北は鳥取

県に接し、東西に約 30km、南北に約 50km の広がりがある。 総面積は、約 828 km2 で岡山県

の約 11.6％を占める。人口は 5.1 万人(平成 22 年 12 月現在)となっており、人口密度は約 61 人

/ km2 である。 

 

図表 19 真庭市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）真庭市ウェブページ 

 

（2）ごみの発生・処理状況 

1）ごみの発生状況 

真庭市には、3 つの焼却施設がある。真庭北部クリーンセンターは真庭市蒜山地区（旧八

束村・川上村・中和村）・湯原地区・美甘地区及び新庄村を、クリーンセンターまにわは久世・

勝山地区を、コスモスクリーンセンターは北房・落合地区のごみの処理を行っている。 

平成 21 年度の真庭市における総排出量は 14,047t となっている。ごみの発生量は減少傾向

にある。また、クリーンセンターまにわとコスモスクリーンセンターのデータから、粗大ご

みの多くは、収集ではなく、持ち込まれていることが分かる。 
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図表 20 真庭北部クリーンセンターの処理量の推移（単位：t/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
出典）真庭市提供資料をもとに作成 
 

図表 21 クリーンセンターまにわの処理量の推移（単位：t/年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 

H17 H18 H19 H20 H21
可燃物 2,093 2,147 2,141 2,151 2,062
カン 54 45 26 24 29
ビン 104 91 76 68 66

ペットボトル 23 19 11 11 12
プラ 25 22 16 16 18
古紙 99 91 150 129 135
金属 31 41 23 31 34
不燃 19 17 12 12 13
小計 2,398 2,415 2,421 2,399 2,321
可燃物 585 621 605 577 631
カン 12 9 6 5 5
ビン 31 22 18 20 23

ペットボトル 7 13 15 12 13
プラ 11 12 5 6 6
古紙 82 96 76 67 76
金属 232 224 118 91 108
不燃 13 12 9 8 10
小計 961 997 842 777 861
可燃物 2,678 2,768 2,746 2,728 2,692
カン 66 54 32 30 34
ビン 136 113 93 88 89

ペットボトル 30 32 26 23 26
プラ 36 34 22 22 24
古紙 181 187 225 196 210
金属 263 264 142 122 142
不燃 32 29 21 20 24

3,359 3,411 3,263 3,177 3,182総排出量

年度

年
間
ご
み
排
出
量

収
集
量

持
込
量

収
集
量
＋

持
込
量

H17 H18 H19 H20 H21
可燃 3,957 3,892 3,658 3,558 3,486

可燃粗大 0 10 17 15 0
不燃粗大 0 5 0 0 0
不燃 170 130 76 65 63
資源 196 150 278 251 247

家電4品目 0 0 0 0 0
収集粗大ごみ 16
農業用ﾋﾞﾆｰﾙ 0

小計 4,323 4,187 4,029 3,888 3,812
可燃 1,469 1,428 1,380 1,382 1,384

可燃粗大 68 79 96 91 120
不燃粗大 43 46 37 34 37
不燃 176 165 115 103 105
資源 40 56 65 54 64

家電4品目 6 2 0 0 0
農業用ﾋﾞﾆｰﾙ 3

小計 1,801 1,776 1,694 1,665 1,712
可燃 5,426 5,320 5,038 4,940 4,869

可燃粗大 68 88 113 106 120
不燃粗大 43 51 37 34 37
不燃 346 295 191 167 168
資源 237 206 343 305 311

家電4品目 6 2 0 0 0
収集粗大ごみ 16
農業用ﾋﾞﾆｰﾙ 3

6,124 5,962 5,723 5,552 5,524

年度

収
集
量

持
込
量

年
間
ご
み
排
出
量

総排出量

収
集
量
＋

持
込
量
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図表 22 コスモスクリーンセンターの処理量の推移（単位：t/年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典）真庭市提供資料をもとに作成 

 

2）ごみ処理施設の概要 

真庭市には、3 つの処理施設がある。各施設の概要は、以下の通りである。 

 

図表 23 真庭市のごみ処理施設の概要 

名称 真庭北部 
クリーンセンター 

クリーンセンターまにわ コスモスクリーンセンター 

施設名 焼却施設 焼却施設 資源化施設 焼却施設 資源化施設 

処理能力 10 t/8h×2 15 t/8h×2 11 t/5h 15 t/8h×2 10 t/5h 

処理方式 機械化バッチ焼却式 
焼却炉 

機械化バッチ 
焼却式焼却炉 

衝撃、剪断併用

回転式、剪断式 

機械化バッチ

焼却式焼却炉 

回転衝撃剪段

式 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 

H17 H18 H19 H20 H21
可燃 3,022 2,893 2,876 2,799 2,780

可燃粗大 0 116 98 78 80
不燃粗大 141 0 0 0 0

不燃 171 134 139 129 119
資源 203 167 151 144 205

家電4品目 0 0 0 0 0
小計 3,536 3,311 3,264 3,150 3,184
可燃 1,932 1,950 1,896 1,630 1,584

可燃粗大 0 400 360 277 264
不燃粗大 326 23 3 112 49

不燃 187 127 95 88 81
資源 233 114 107 84 119

家電4品目 0 0 0 0 0
小計 2,679 2,614 2,460 2,192 2,096
可燃 4,954 4,843 4,771 4,429 4,364

可燃粗大 0 516 458 355 343
不燃粗大 467 23 3 112 49

不燃 358 261 233 218 201
資源 436 281 257 228 324

家電4品目 0 0 0 0 0
6,215 5,924 5,723 5,342 5,281

収
集
量
＋

持
込
量

年
間
ご
み
排
出
量

総排出量

年度

収
集
量

持
込
量
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3）ごみの排出区分・手続きの概要 

真庭市における分別項目は燃えるごみ、資源ごみ、燃えないごみ、粗大ごみの 4 区分であ

り、処理施設への直接の受け入れも行っている。 

粗大ごみは、45 リットルの指定袋に入らないものを対象にし、大きさは大人用の自転車程

度まで、重さは 10kg 程度、家庭から排出されるものとし、市民は市指定の粗大用収集札（50

円/枚）を購入・粗大ごみに貼付する。月に 1 回の戸別収集を行っている。 

粗大ごみは、平日の 9 時から 16 時 30 分の間、処理施設へ直接持ち込むことが出来る。ま

た、真庭北部クリーンセンター、クリーンセンターまにわでは月２回、コスモスクリーンセ

ンターでは月１回、日曜日にも持込ごみの受付を行っている。いずれも、直接持ち込む際の

処理費は 50 円/10kg である。 
 

図表 24 真庭市の分別項目の概要 
分別区分 分別項目 収集容器等 

燃えるごみ 燃えるごみ類 燃えるごみ用袋 
アルミ缶・スチール缶 

無色透明のビン 

茶色のビン 

その他の色のビン 

資源ごみ用袋 

ペットボトル 

プラスチック容器包装類 

プラスチック製品 

資源ごみ用袋、ペットボ

トル、プラスチック専用袋 

乾電池 乾電池専用袋 

資源ごみ 

古紙類 ひも 
ガラス・陶磁器類 

蛍光管類 燃えないごみ 
金属類（小） 

燃えないごみ用袋 

粗大ごみ 粗大ごみ類 粗大用収集札 
持込ごみ ごみ処理施設へ直接、持込 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 
 

図表 25 指定ごみ袋の料金表 
分別区分 分別項目 収集料金 

45 リットル 50 円 
燃えるごみ 

20 リットル 30 円 

45 リットル 20 円 
資源ごみ 

20 リットル 10 円 

プラスチック・ 
ペットボトル 

70 リットル 30 円 

45 リットル 50 円 
燃えないごみ 

20 リットル 30 円 

粗大用収集札 ― 50 円 

乾電池 ― 無料 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 
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図表 26 粗大用収集札 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）リユースの取り組みについて 

1）リユースの取り組み概要 

真庭市では、「リサイクルプラザまにわ」と「リユースプラザ醍醐の里」の 2 箇所でリユー

スの取り組みを行っている。 

 

① リユースの流れ 

①－１ 「リサイクルプラザまにわ」におけるリユースの流れ 

リサイクルプラザまにわでは、リユースできそうな不用品があった場合、平日及び第 1、

第 3 日曜日の 9 時～16 時に、排出者に直接持ち込んでもらう。プラザには、常時スタッフが

おり、受け取りの可否を判断した上で不用品を受け取る。その後、簡単なクリーニングを行っ

た後に、プラザ内に展示し、販売・抽選または無償にて引渡しを行っている。 

粗大ごみは、有料で回収されるか、クリーンセンターまにわでの引き取りを行っている。

持ち込まれた粗大ごみのうち、リユース可能なものは選別され、リサイクルプラザまにわに

引き渡されている。 
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図表 27 「リサイクルプラザまにわ」（勝山・久世地区）でのリユースの取組概要 

拠点 ・リサイクルプラザまにわ 

主な品目 ・家具類、家電製品、衣類、食器類、生活関連用品など 
（自転車等は対象外） 

運営主体 
・リサイクルプラザまにわの会 

（婦人会を母体としたボランティア団体） 

収集方法 
・（持込）リユースを前提として市民から持ち込み 
・（収集）収集した粗大ごみ、燃えないごみなどの中で、リユース可能なものを選

別し、回収 
修理・メンテ

ナンス ・クリーニングした上で販売 

提供方法 
・販売・抽選・無償の 3 種類がある。 
・電化製品は抽選で引渡し（プラザ内の受付箱にて受付を実施） 
・その他の製品の提供方法や価格設定は、リサイクルプラザまにわの会が行う 

その他 
・営業は平日及び第 1、3 日曜日の午前 9 時～午後 4 時 
・クリーンセンターまにわの敷地内 
・各種工房・教室を開催 

 

図表 28 「リサイクルプラザまにわ」でのリユース及び粗大ごみ処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民
（排出者）

①´市民
（排出者）

②リサイクル
プラザまにわ

②´クリーン
センターまにわ

受け入れ口

リユースルート

粗大ごみルート

（可燃性粗大ごみ）
破砕後、焼却処理

リサイクルプラザへ直接、持込。(無料）

③´クリーン
センターまにわ

粗大用収集札（50円/枚）を貼って、ごみ収集場所に。
1ヶ月に1回の回収。

クリーンセンターまにわへの持ち込み。
50円/10kg

リユース可能なものは選別し、 リサイクルプラザまにわへ。
持ち込みの場合は、 処理料金が無料に。

③利用者

クリーニングの上、
プラザに展示。

販売・抽選・無償
にて引渡。

（不燃性粗大ごみ）
手選別、破砕後に資源回収

リユース品

粗大ごみ
（リユース不可能品）

① 平日及び第1、第3日曜日の9時～16時に、リサイク
ルプラザまにわに持ち込み。スタッフが受け取りの可
否を確認の上で、受け取り。

② クリーニングを行った上で、展示。電化製品は抽選に
て引渡しを行う。電化製品以外は、販売もしくは無償
で提供。

③ 抽選品は、プラザ内の受付箱にて受付し、当選者に
は葉書にて連絡。販売はその場で行う。また、無償
の製品の引き取りは1回につき10点までとなっている。

①´粗大ごみの排出方法は2通り。
（収集）収集日に、粗大用収集札（50円/枚）を貼り、収集場所に排出。
（持込）クリーンセンターまにわに持込み、50円/10kgにて処理依頼。

②´リユース可能なものがあれば、リサイクルプラザまにわへ。持ち込
みの場合は、リユース可能なものをリサイクルプラザに持ち込むよ
うに声かけを行っている。

③´可燃性の粗大ごみは、破砕後に焼却炉にて焼却処分。不燃性粗大
ごみは、金属・コード類等を手選別したのちに、破砕し、資源回収。

リユースルート 粗大ごみルート
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①－２ 「リユースプラザ醍醐の里」におけるリユースの取り組み 

リユースプラザ醍醐の里ではリユースできそうな不用品があった場合、日曜日の 10 時～17

時に、排出者に持ち込んでもらう。プラザにてスタッフが受け取りの可否を確認の上で、受

け取りを行い、プラザ内に展示して販売・抽選・無償譲渡を行っている。また、落合地区、

北房地区交互に月に 1 回、不用品回収を公民館等で行っている。 

 

図表 29 「リユースプラザ醍醐の里」（落合・北房地区）でのリユースの取組概要 

拠点 ・リユースプラザ醍醐の里 

主な品目 ・衣類、食器類、自転車、生活関連用品など 

運営主体 
・まにわリユースプラザの会 
（ボランティア団体） 

収集方法 ・（持込）リユースを前提として市民から持ち込み 
・（集団回収）月に 1 回、公民館等で不用品を回収 

修理・メンテ

ナンス 
・クリーニングした上で販売 

提供方法 
・販売・抽選・無償の 3 種類がある。 
・自転車は抽選で引渡し（プラザ内の受付箱にて受付を実施） 
・その他の製品の提供方法や価格設定は、まにわリユースプラザの会が行う 

その他 
・平日は無人で営業。日曜日のみスタッフがおり、引き取り・販売を行う 
・道の駅「醍醐の里」の敷地内。平日のレジ業務は道の駅で行う 
・引取基準を提示している 

 

図表 30 「リユースプラザ醍醐の里」でのリユース及び食器・衣類等の処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民
（排出者）

①´市民
（排出者）

②リユース
プラザ醍醐の里

②´コスモス
クリーンセンター

リユースルート

燃えるごみ・
燃えないごみ

ルート

（燃えるごみ）
焼却処理

リユースプラザへの持込（日曜日のみ）
（無料）

燃えるごみ用ごみ袋または燃えないごみ用ごみ袋
（50円/枚）に入れて、ごみ収集場所に。

コスモスクリーンセンターへの持ち込み。
50円/10kg

③利用者

クリーニング
の上、プラザ

に展示。
販売・抽選・

無償にて引渡。
月に1回、公民館などでの不用品回収

（無料）

（燃えないごみ）
資源回収

リユース品

燃えるごみ・燃えないごみ
（リユース不可能品）

① リユース品の提供方法は2通り。
（持込）日曜日の10時～17時に、リユースプラザ醍醐の
里への持ち込み。
（集団回収）月に1回、公民館等で不用品の回収を実施。

② クリーニングを行った上で、展示。自転車等は抽選にて
引渡し。他の製品は販売もしくは無償で提供。

③ 抽選品は、プラザ内の受付箱にて受付し、当選者には
葉書にて連絡。平日の販売は道の駅のレジにて実施。

①´燃えるごみ、燃えないごみの排出方法は2通り。
（収集）回収日に、専用の袋（50円/枚）にいれて、排出。
(持込）コスモスクリーンセンターに持ち込み、50円/10kgに
て処理を依頼。

②´燃えるごみは、破砕後に焼却炉にて焼却処分。燃えない
ごみは、金属・コード類等を手選別したのちに、破砕し、
資源回収。

リユースルート 燃えるごみ・燃えないごみルート
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② リユースを実施する拠点について 

②－１ 「リサイクルプラザまにわ」について 

ごみ処理施設であるクリーンセンターまにわに併設されており、平成 19 年度からリユース

の取り組みを始めている。 

取り組みを始める以前から、クリーンセンターまにわの職員が直営で、ごみとして持ち込

まれた物の中から再利用できる物を、抽選にて無償提供していた。この取り組みが本格的な

リユースへとつながっている。 

リサイクルプラザまにわは、ボランティア団体である「リサイクルプラザまにわの会」（会

員 60 名）によって運営されている。地域の婦人会を中心とした「消費生活を考える会」が母

体となっている。運営委託費とプラザの売上を運営資金としており、1 日 2 人体制で、受け

入れと販売を行っている。不用品の受け入れの可否の判断や簡単なクリーニング、「有償」で

販売する商品の値付けまで、すべてリサイクルプラザまにわの会が行っている。 

不用品は市民からの直接持込とクリーンセンターまにわに排出された粗大ごみ・不燃ごみ

からの引き取りがある。不用品は「無償」「有償」「抽選（無償）」のいずれかで引き渡してお

り、どのような方法で引き渡すかは会員が判断している。「無償」は食器類が多く、「抽選（無

償）」は主に電化製品である。また「有償」の場合の金額は 5,000 円が上限と決まっている。 

メンテナンスとしては、簡単な清掃と動作確認などを行っている。食器類は漂白剤につけ

るなどしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
家具類の展示状況 

（それぞれに値札がついている） 
食器類の展示状況 

抽選品の展示状況 
（抽選品は無料で引渡） 

リサイクルプラザまにわ正面 
（クリーンセンターまにわ隣） 



- 24 - 

 

②－２ 「リユースプラザ醍醐の里」について 

落合地区にある道の駅「醍醐の里」に併設されており、平成 19 年度から取り組みをはじめ

ている。取り組みをはじめる以前から旧落合町の直営で自転車の修理を行うなどのリユース

の取り組みをしていたことが、この地域で取り組みが始まったきっかけである。 

リサイクルプラザまにわと同様に、リユースプラザ醍醐の里もボランティア団体である「ま

にわリユースプラザの会」（会員 10 名）により運営されている。 

平日は無人であり、購入希望者は道の駅のレジにて購入する。日曜日のみ会員が常駐して

おり、リユース品の引き取りを行っている。 

また、月に 1 回、北房地区または落合地区にて、出張不用品募集を実施している。 

電化製品・大型家具はほとんど取り扱っていない。リサイクルプラザまにわでは取り扱っ

ていない自転車を取り扱っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅醍醐の里 
（プラザは向かって左側） 

リユースプラザ醍醐の里 
（プレハブ。道の駅の入り口にある。） 

食器類の展示状況 
（値札がついている） 

抽選品の受付箱 
（専用の申込書に記入して受付） 
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③ リユース品引取りの基準 

リユースプラザ醍醐の里では図表 31のような受け入れ基準を設けている。 

家具、家電製品、生活関連用品、自転車、本、おもちゃ、衣類の受け入れを行っており、

基本的に破損・汚れがなく、そのまま提供できるものを扱っている。 
 

図表 31 リユース品の受け入れ基準 

品目 受け入れできるもの 受け入れできないもの 

家具 
破損のない、そのままで使用可

能なもの 
壊れているもの、汚れているもの、大きすぎるもの 

家電製品 
故障・破損のない、そのままで

使用可能なもの 

家電リサイクル 4 品目（冷蔵庫・洗濯機《衣類乾燥機含む》・

テレビ・エアコン）、パソコン、加熱により火災の可能性

のあるもの（電気ストーブ、電気ポット、オーブンレンジ

など） 

生活関連 
用品 

小物類及び雑貨類で破損や汚

れがないもの 

ストーブ、コンロ等のガス、灯油を使用する火気類、使用

済みの布団類（マット、毛布）、カーペット等（ただし使

用可能な電気毛布は除く） 

自転車 

修理の必要がないもの 
（パンク程度の修理は受け入

れる） 

ブレーキが壊れているもの、フレームにゆがみのあるも

の、サビがひどいもの 

本 
単行本及び書籍類でシミや汚

れのないもの 
漫画、雑誌、有害図書類 

おもちゃ 破損や汚れのないもの エアガン等危険なもの 

衣類 

洗濯済み（家庭での洗濯程度で

可）で傷み、シミ、汚れのない

もの 

洗濯していないもの、大きなシミ、汚れの目立つもの（特

に首周りや袖口をチェックしてください）、ボタンの取れ

ているもの、敗れているもの、虫食いがあるもの、毛玉の

ひどいもの、色あせているもの、首周りが伸びているもの、

化粧が付いているもの、下着類 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 
 

2）リユースの実績 

リサイクルプラザまにわは、平成 21 年度の利用点数は 16,181 点、売上金額が約 370 万円

となっている。平成 19 年度の開始から利用点数、売上金額は年々増加している。 

リサイクルプラザまにわ、リユースプラザ醍醐の里での取り組みは、市の広報誌でも『「もっ

たいない」の精神で不用品を橋渡し』というタイトルで大きく紹介されており、市民にも取

り組みの認知が広がっているという。 

 

図表 32 リサイクルプラザまにわの利用状況 
 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

利用点数 12,305 13,621 16,181 

売上金額（円） 2,345,847 3,240,366 3,696,194 

出典）真庭市提供資料をもとに作成 
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（4）その他（調査の実施状況） 

1）現地調査の実施状況 

真庭市にご協力をいただき、粗大ごみとして排出される製品の組成（重量、体積、年式な

ど）及びリユース可能な製品が含まれているか調査を実施。調査時にはリユース事業者の方

に同行いただき、リユース可能かどうか判断・意見をいただく。 

※第二回は平成 23 年 1 月に実施予定。 

 

① 第１回調査（平成 22 年 12 月 2 日（木））の様子 

収集・持ち込みされた粗大ごみを取り置きいただき、組成調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）市民向けアンケートの実施状況 

真庭市、「リサイクルプラザまにわ」、「リユースプラザ醍醐の里」にご協力をいただき、利

用状況やリユース促進に向けた取り組みに対する意向などを把握するために、市民向けのア

ンケート調査を実施している。 

「リサイクルプラザまにわ」では、利用者に対して、調査票を手渡し、その場で記入、回

収を行っている。「リユースプラザ醍醐の里」では、平日（無人）は調査票を設置し、利用者

がその場で回答・回収ボックスに提出、日曜は調査票を手渡し、その場で記入・回収を行っ

ている。（詳細は、次回研究会にてご報告予定） 
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２.４  熊本市（熊本県） 

（1）熊本市の概要 

熊本市は九州の中央、熊本県の西北部に位置し、平成 20 年 10 月に富合町、平成 22 年 3 月

に城南町、植木町と合併を行った。 

熊本県の県庁所在地であり、平成 24 年 4 月に政令指定都市となることを目指している。人

口は約 73 万人、面積は約 390 km2 となっている。人口密度は約 1870 人/ km2 となっている。 

 

図表 33 熊本市の位置 

 
出典）熊本市ウェブページより 

（2）ごみの発生・処理状況 

1）ごみの発生状況 

熊本市の平成 20 年度におけるごみ処理量は 261,129t であり、その 9 割以上が焼却処分され

ている。 

ごみの総排出量は、平成 16 年度の 309,823t から年々減少している。 

また、市内で出る大型ごみは図表 34の示すとおり、可燃性の大型ごみは市の焼却施設で処

分し、不燃性大型ごみは民間リサイクル業者に処理を委託している。 

 

図表 34 平成 20 年度の熊本市の大型ごみの処分状況 
(単位：t) 

 収集重量 処理の状況 処理重量 

東部環境工場により焼却 485 
可燃性大型ごみ 906 

西部環境工場により焼却 421 

不燃性大型ごみ 315 
民間リサイクル業者によ

るリサイクル 
315 

出典）熊本市環境事業部事業概要をもとに作成 
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2）ごみ処理施設の概要 

熊本市内には 3 箇所のごみ収集施設と 2 箇所の焼却施設、1 箇所の埋立施設がある。 

そのうち、リユースの取り組みの拠点となっているのは、リサイクル情報プラザである。

また、リサイクル情報プラザが立地する東部環境工場の敷地内には排熱を利用した入浴施設

である三山荘がある。 

図表 35 熊本市のごみ処施設の概要 

名称 北部クリーン

センター 

西部クリーン

センター 

東部クリーン

センター 
東部環境工場 西部環境工場 

扇田環境 

センター 

施設名 ごみ収集施設 ごみ収集施設 ごみ収集施設 焼却施設 焼却施設 埋立施設 

処理能力    600 t/24h 450 t/24h  

処理方式    デロール式 タクマ式 HL 型 
サンドイッチ・セ

ル方式 

発電設備    10,500kW 3,000kW  

出典）熊本市環境事業部事業概要をもとに作成 
 

3）ごみの排出区分・手続きの概要 

熊本市のごみ排出区分を図表 36に示す。一般ごみ（家庭ごみ）は、一部が有料となってい

る。 

大型ごみは専用受付の「ごみゼロコール」に電話をして、事前に申込みを行った上で収集

してもらう。排出者は、申込時に指定された日時・場所に、取扱店等で購入した大型ごみ処

理シールを貼り付けた上で、大型ごみを排出する。料金は大きさにより 500 円もしくは 900

円となっており、申込みの際に市が料金を指定する。 

また、排出者が処分場に直接持ち込みを行うことも可能である。排出者は 120 円/10kg の処

理費用を支払う。 

 

図表 36 熊本市のごみ排出区分 
分別区分 処理負担 収集頻度 

燃やすごみ 有料（指定ごみ袋） 週 2 回 

紙 無料 週 1 回 
プラスチック製容器包装 無料 週 1 回 
資源物（空きびん・空き缶・古着など） 無料 月 2 回 
ペットボトル 無料 月 2 回 
埋立ごみ 有料（指定ごみ袋） 月 2 回 
大型ごみ 有料（事前申込み制） 
出典）熊本市環境事業部事業概要をもとに作成 

 

（3）リユースの取り組みについて 

1）リユースの取り組み概要 

① リユースの流れ 
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熊本市では、市が運営するリサイクル情報プラザにてリユースの取り組みを実施している。 

リサイクル情報プラザでは、家庭から排出される不用品の中で、リユース可能なものにつ

いて、排出者が電話申込みを行ったうえで、無料で引き取っている。引き取られた不用品は

修理・クリーニングを行った上で、プラザ内で展示し、抽選で希望者に無償で引き渡してい

る。 

図表 37 熊本市のリユースの取組概要 

拠点 ・熊本市リサイクル情報プラザ 

主な品目 ・家具類、衣類、本類、生活雑貨など 

運営主体 ・熊本市（直営） 

収集方法 

・リユースを前提として収集 
・引取の基準を明示している（例えば、家具類 10 年以内、家電類 5 年以内など） 
・市民は不用品発生時にリサイクル情報プラザに電話にて申込み。大型のものは

トラックで引取り。衣類、本類など小型のものは持込で受け付けている。 
修理・メンテ

ナンス 
・家具類は簡単な修理を実施。他の商品はクリーニングした上で販売 
（シルバー人材センターからの派遣） 

提供方法 
・すべて無償で譲渡。熊本市民のみ利用可能。 
・家具類は、葉書による抽選にて引渡し 
・衣類・本類は点数を限定して持ち帰り 

その他 

・営業は火曜日～日曜日 午前 9 時 30 分～午後４時（月曜休館） 
・東部クリーンセンターに隣接 
・その他、市民同士の不用品交換を促進するための掲示板設置、定期的なフリー

マーケットの開催などリユースを推進。 
 

図表 38 熊本市のリユース及び大型ごみ処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民
（排出者）

①´市民
（排出者）

②リサイクル
情報プラザ

②´東部･西部

環境工場

リユースルート

大型ごみルート

リサイクルプラザ情報プラザに
電話にて申込み。

市に電話にて申込み。
有料の大型ごみ処理シー
ルを貼って指定場所へ。

環境工場への持ち込 み。

120円/10kg

③利用者

修理・クリーニングの
上、プラザに展示。

抽選にて引渡。

引取または、持ち込み（無料）

③´民間

リサイクル業者

燃やすごみ

燃えないごみ

破砕後、可燃部分は環境工場へ。

金属類は、回収し、リサイクルする。

焼却処理

破砕処理

リユース品

大型ごみ
（リユース不可能品）

リユースルート 大型ごみルート

②´東部･西部

環境工場

③´扇田

環境センター

燃やすごみ

燃えないごみ

破砕後、可燃部分は環境工場へ。
金属類は、回収し、リサイクルする。

焼却処理

破砕処理

① リユースできそうな不用品（大型家具・電化製品）があっ

た場合、リサイクル情報プラザに電話にて申込みを行う。

大型家具などはプラザが引き取りを行う。（無料）
② プラザにて、修理・クリーニングを行った上で、展示。抽選

にて引渡し。（無償）
③ 抽選は、市民が葉書で申込み、1人1点の申込みが可能。

月に1回実施。当選品の引き取りは市民が自ら行う。また、

当選者には「ふるさとの森基金」への募金を依頼（金額任
意）。

①´大型ごみの排出方法は２通り。

（収集依頼）市に電話で申込み、指定された日時に有料の

大型ごみ処理シールを貼って指定場所へ排出。
（持込）環境工場・環境センターに自ら持ち込み、120円
/10kgの処理費用を 支払う。

② ´燃やすごみは、直接、ごみピットに投入、または破砕後に

投入、焼却。

③ ´燃えないごみは、破砕し、可燃物は環境工場で焼却、金
属類は回収し、リサイクルする。
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② リユースを実施する拠点について 

リサイクル情報プラザは、熊本市が運営しており、東部環境工場に隣接している。平成 9

年からリユースの取り組みを開始している。リユースの取り組みはリサイクルマーケットと

呼ばれ、本のコーナー、古着のコーナー、家具・家電のコーナーに分かれて展示されている。 

リユースされる主な製品としては、家具、家電、古本、古着、自転車などがある。大型の

家具、家電はプラザからトラックで引取りに行っているが、古本、古着などは直接、市民に

プラザに持ち込んでもらっている。家具、家電は、プラザ（直営・委託）で簡単な修理・ク

リーニングを行った後に、葉書による抽選で引渡しをしている。申込みは熊本市内在住また

は勤務している 18 歳以上の市民であり、1 人 1 点の申込みができる。無償であるが、引き取っ

た市民には「ふるさとの森基金」をお願いしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リユース品引取用の２ｔトラック 
（市民からの連絡を受けて引取を行う）

リユース品のメンテナンスの様子 
（修理・清掃等のメンテナンスを行う） 

家具類の展示状況 衣類の展示状況 
（500 点ほどある） 

リユース促進のための掲示板 
（“ゆずります”、“ください”の情報を掲示）

本の展示状況 
（5,000 点ほどある） 
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③ リユース品の引取り基準 

リサイクル情報プラザでは、リユース品の引取り基準を定めている。 

家庭電化製品、家具、自転車、スポーツ用品、文具類、本類、衣類、楽器類、その他の生

活関連用品について基準を定めており、直ちに使えるものを引取りの基準としている。ただ

し、家具は軽微な修理を市が行うため、小規模破損は受けて入れている。加えて、家庭電化

製品、家具、自転車、楽器類、その他の生活関連用品は引取年限を定めている。 

 

図表 39 リサイクル情報プラザの引取り基準 

取扱品目 現況 収集方法 引取年限 

家庭電化製品※ 直ちに使えるもの 
市の収集 ただし、大きさミカン箱大

以下、重さ 10kg 以下は持込 
5 年 

家具 

直ちに使えるもの 
又は、小修理（塗り替え、金具取り

替え程度）すれば使用可能なもの 

市の収集 
（持ち込みも可） 

10 年 

自転車 直ちに使えるもの 
市の収集 
（持ち込みも可） 

5 年 

スポーツ用品 直ちに使えるもの 
持ち込み。 
ただし、多量の場合は市の収集も可 

― 

文具類 直ちに使えるもの 
持ち込み。 
ただし、多量の場合は市の収集も可 

― 

本類 破損、汚れのないもの 
持ち込み。 
ただし、多量の場合は市の収集も可 

― 

衣類 

補修の必要のないもので、洗濯・ク

リーニングしたもの。 
（下着類、布団類など、直接肌に触れる

物は除くが、新品はこの限りではない） 

持ち込み。 
ただし、多量の場合は市の収集も可 

― 

楽器類 直ちに使えるもの 
市の収集 ただし、大きさミカン箱大

以下、重さ 10kg 以下は持込 
10 年 

その他の生活 
関連用品 

直ちに使えるもの 

大きさミカン箱以下、重さ 10kg 以下

は持ち込み 
上記以外は市の収集 

5 年 

※家電リサイクル法対象製品はリユース対象外としている。 
出典）熊本市提供資料をもとに作成 
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2）リユースの実績 

リサイクル情報プラザでは、平成 20 年度は 34,134 人の来館者があり、18,413 点がリユー

ス品として市民に提供された。来館者は増減があるものの、3 万人前後で推移している。ま

た、リユース品の品数が減少傾向にあるのは、熊本市の職員によると、リユース品として提

供される品物が減ってきているためであるという。 

 

図表 40 リサイクル情報プラザの利用状況 
 H16 H17 H18 H19 H20 

来館人数（人） 30,734 33,764 41,772 29,998 34.134 
家具類 602 798 527 359 381 
家電類 76 74 24 23 22 

衣類 13,581 11,060 28,407 11,839 10,635 

小物類 2,227 1,844 5,073 2,685 2,652 

本類 12,674 7,542 6,057 4,155 4,232 

その他 124 93 118 223 197 

リサイクルマーケット 

提供品数 
（市民からの提供） 

小計 29,284 21,411 40,206 19,284 18,119 
家具類 634 629 668 384 421 

家電類 70 71 40 23 25 

衣類 22,336 24,669 15,314 11,839 10,635 

本類 4,736 5,830 10,222 7,280 5,429 

その他 2,964 4,244 2,842 1,706 1,903 

リサイクルマーケット 

利用品数 
（市民へ提供） 

小計 30,740 35,443 29,086 21,232 18,413 
出典）熊本市環境事業部事業概要をもとに作成 
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（4）その他（調査の実施状況） 

1）現地調査の実施状況 

熊本市にご協力をいただき、大型ごみとして排出される製品の組成（重量、体積、年式な

ど）及びリユース可能な製品が含まれているか調査を実施。調査時にはリユース事業者の方

に同行いただき、リユース可能かどうか判断・意見をいただく。 

① 第１回調査（平成 22 年 11 月 24 日（水））の様子 

市民・事業者より搬入される大型ごみ（可燃）を対象に、組成調査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第２回調査（平成 22 年 11 月 25 日（木））の様子 

収集される大型ごみ（不燃）を対象に、組成調査を実施。調査前日に収集されたもの、及

び調査当日に収集されたものを対象に調査。（調査は、熊本市委託先事業者にご協力をいただ

き実施した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）市民向けアンケートの実施状況 

熊本市にご協力をいただき、利用状況やリユース促進に向けた取り組みに対する意向など

を把握するために、市民向けのアンケート調査を実施する。 

大型ごみ排出者に対して、郵送にてアンケート調査を送付、郵送または FAX にて回収する

予定。（調査実施は１月頃を予定。詳細は、次回研究会にてご報告予定） 
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３．各市でのリユース対象品目と修理等の実施状況 

各市のリユースの取組について、対象品目と修理の有無という観点で整理する。 

いずれの市でも家具のリユースを行っており、市川市、町田市、熊本市では軽微な修理も実施

している。また、真庭市では幅広い品目を対象に実施しており、自転車については修理を行って

いる。 

 

図表 41 各市でのリユース対象品目と修理等の実施状況（整理） 
リユース対象品目 

 
家具 衣類 

電化

製品 

生活

雑貨 
書籍 自転車 その他 

備考 

市川市 ◎ － － － － － ○ 家具類、ベビー用品 

町田市 ◎ － － ○ － － ○ 家具、生活雑貨（食器など）、

その他 

真庭市 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 
家具、家電製品、生活関連用品

（食器など）、自転車、本、お

もちゃ、衣類、その他 

熊本市 ◎ ○ ◎ － ○ － ○ 家具、家電製品、本、衣類、そ

の他 

凡例）◎：軽微な修理も実施、○：修理は基本的になし 
※真庭市について、自転車はリユースプラザ醍醐の里のみ（パンク修理などを実施） 

 

（以上） 


